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パーキンソン病の社会的王君議をfCかめよう!

全田バ-キンソン病 全CÊ --キンソン病友の会茨城県支部 NO_9琴行

友の会々報支` 蔀だ よ り 呑31.5,茨城県石岡市若於卜7-5台02992-(彰一5580(男性紅屋手引_宇前言0丁38042(加入著名)

E書∃ 邑至当 監⊇

支部長 清水 昇勝

本日は第三回患者 ･家族交戻会にお身体の大安のところここ奥久慈大子温泉

宿寿芸に皆さんと一緒に集まる事が出来ました.

この交読会のため計画 ･企画を担当されましたー植木さんご夫妻と久保宮さ

んに悪讃致 します.

先週の日曜Elt大宮町の中村一別の奥さんがお割りになった話が此の度富山

音禁事務所並びにポエム音奈企商の臨力により.キングレコ- ドから演歌 〈風

雪夫婦花〉で発表されました.この歌詞は皆康御存 じのことと思いますがーす

でに私たちの友の会 ｢支者だより｣又全国会報で宕介され県内はもとより､全

EEの患者 ･家族の感動を浴びたt,のです.患者を代表して作詞者であ ります中

村きみ子さんにお礼申し上げます｡今日ーはこの歌も発声訓策の中に入って居 り-

ます､又色々イメントが用意されて居 りますので､ご期待下さい. ＼

皆様今日と明日の一泊二日の交読会を有意義にお通し下さい.

最後に私たち患者団体に対 し畷かく受入れして下さった福寿芸さんに感謝し

て挨拶といたします.
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体 験 言…是

勝田市 価 国夫

昭和 65年60才で発病 してから昭和 63年 68才の現在までの病歴遼遠に

ついてお話 します.

昭和 55年 5月左手が一寸の時間瀕えるのが前兆だったようです.その年の

12月の未頃か ら左手薬指と′ト指がかすかに断読的に振え始めましたーこれが

発病で した.当初はさほどの握えでもないので近くの病院で診て貰って居 りま

したが帝名がはっきりせず､撮えも止まる気配がないので､昭和56年4月日

立市の目梨捻合稀院で診窯を受けたところ_パーキンソン病 と判定されその場

で注射をして､Lドーパの段藁を受けました.

家に帰って家庭医宇百科で症状 ･原因 ･治産 ･生活上の注意等についての知

識を身につけ.今後の療養のあり方に備えました.

病院は勤めの蘭偏上会社に近い病院にすることにし,日立市の目梨法会病院

で受けた薬と注射のカルテの写 しを岸田市津田の玉尾病院にて診て頂きーその

後約6年間その病院で冶度 を受けました. .ヽ

病気年々進行 LtLドーパの服用量 も増えてきました.昭和 61年 10月頃

手足の撮えがひどく濃 しくな り会社での仕事が出来なくなりました.この頃に､

脳定位手術に関する楢杯救援の記事 (バー病夫の会東京支部だよりNO8)を

見て脳'定位手荷に心が動き更に茨城県支部長の清水さんが手術後の達遠よく仕

事に特効されている姿を見､手術す る事を心に決めました｡

その後石岡市に清水支蔀長宅を訪ね眉定位手術について詳細をお話 しを研き

手術を受ける事にLt昭和 62年 1月にぷ定位手術を受けましたが私の場合は

l:00%成功 した左手足の撮えは完全に取れました.勿論固箱 も取れ ましたが

その他の症状は皆さんと同じく進行 してお ります.
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rS司 病 日 誌 よ り

北茨城市 柏倉 重助 (家族)

昭和 35年頃何となく身体の不調を訴え､日を追ってそれがおおくな り､近

所 の病院で診察を受けましたが病名がbからず､毎日の注射 ･投藁に涙を流

しました｡43年頃に子供達の意見をいれて､東大病院の診案を受け､初めて

｢パーキンソン病｣とわか りました｡当時は難病中の難病であることも判 らず

力IL,テを水戸日赤に廻して頂き､以来何の手当もなく勿論注射等は-切なく_

ただひたすらに ドパールと云う内服薬を呑み続けました｡

最初の4,5年位はどうにか自分で トイレに行く位の病気の進行は止まって

いました｡しかしその藁の効果も病度の前には徐々にきかなくなり_55年か

ら60年位には､全く轟の効力､なくなり量を増せば増やす程 ｢不随運動｣が

激しくな り見ている著が可哀想なくらいでした｡

しかしこれ以上病状を進ませない技と食物に注意し.又励ましては運動させ

ての毎日が病気との戦いでした.華人は勿論′ト生共々何とか自分の事位はと願

う心で一杯でした｡

61年には水戸El赤道行くのも困難となり､62年6月北茨城市立病院に転院

し山田先生の診断を受け 19年間呑み続けたドパールと新藁の体内交換とゆう

事にな り以来 3ケ月間飲まず.食わずで植物人間的な続き､新しい藁の投藁が

始まり6ケ月後に元以上の治度はないと言う山田先生の宣言を受け結果は思い

の外の治療受け長法具で退院しました.その時の体調は本当にこのまま良い方

向に進むのかと思 う程好調でした｡

自分で食Jqトイレも一人で行き､お風呂も一人で入る程になりました.夢の

様でしたが､それも3ケ月位の間で した.難病に取りつかれた体は特に家内に

取 り付いた病菌は何の藁もさかなくなったのでし上う｡徐々に入院前の体調に

なってきた様です｡
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｢治そう｣ ｢治ろう｣と云う気も張 も力尽きてまいりました.現在 (63年

10月)は藁を増やすと脳が犯される様な状態 とな りt又医師も余 り増量を認

めてくれません.

発病以来 20数年この病気と戦って来ました｡可哀想な妻､そして乱たちが

病気そのものに痛みがないと云 う事に一つの幸あせを見つけ今後共いたわり一

食ぺさせ､テレビ等て禁 しみを与え病気は帝気な りに天命を全 うさせたいと考

えています.

どうか皆さん簡単な小生の手記ですが小生も20数年頑張 りました｡

個々に体質がありますから､参考 とせずこの難病に打ち勝つ様患者本人も又

廻 りの者にも頑張って下さい｡

末筆ですが､会の皆さんと特に会報等に付いては種々と参考とな り､こうし

た穀稀対策にお骨折 り下さる会の役員の皆様には深く感謝 しています｡

皆さん今後共病気に負けない接頑張 りましょう｡

最後ですが遠い所､お見舞いに来て下さった清水支部長さんに涙くお礼申し●

上げます.

X

'-

･

茨城県北茨城市関南町神岡下 382の2

柏倉重助 69才

昌 66才 (患者 )

･左~､､? ･､ I/:･.･t′J .箪
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他 項夷 言炎

水戸市 石塚 進

私は60才で電気工事会社を追抜し､現在電気保安管理業務をやってお りま

す.今年清74才になります｡

20年前から私は､毎朝仏前で左手に経典を持ってt約30分お控をあげる

のを日課として居 りますが,昨年9月頃から珪典を持った左手が振えるように

なりました,心底が悪く病院に通っておりましたので､先生にお伺いしました

所末梢神径炎でなかなか治りにくいですよとのことでした.

今年始め境から足が重く､前かがみになってズリ足で歩く様になり､毎朝や

っていた､ラジオ休技も飛ぶ運動が出来なくなりました｡又仕事でネジを廻す

ことも出来ない状悪でした.3月中頃でした車から降りて歩き出したのですが

同じ様に自分の意志で止まることが出来ませんでした.この頃から_これはお

かしいなと思う様になり､大帝院で診禁を受けました.脳外科でCTの検査を

受け脳には異常がないことが解 りました.

乱の娘が長野県坂田市の病院で看護嬉長をして居りますので電話で病状を話

したところ rパーキンソン病｣ではないかと思うからすぐ来て診案して貰 う種

とのことで､4月始め参りました｡神経内科の専門の先生にみて貫いましたと

ころーやはりパーキンソン帝とのことでした.詳しい説明を受け藁を頂きまし

た､ 1週間も服用しましたところ､左手の撮えが止まり足も軽くなって､スタ

スタ歩るけるようになりました.入院を覚悟で行ったのですが､嘉を4週間分

頂いて2週間で水戸に帰ってきました｡

現在は､心巌と一括に水戸の城南病院で藁を頂いて居 ります..

水戸に帰ってから知人より rパーキンソン柄友の会｣のあることを知 り石岡

市にいち,-I,しやる､清水昇勝支部長さんと連接がとれ､5月の友の会役員会に

家内と2人で出席させて頂きました.
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同病の方々の暖かいー励ましを受け r簸病Jと悲況していた私もお元気を皆

様の姿に接し､勇気百倍致しました.

4月.5月､6月仕事を休みましたが､7月に車の運転を手伝って下さる方

がみつかり､今の所､朝 1回 rLドーパ｣を服用 してお りますが､手の撮えt,

なく､ほとんど病気の症掛 まありません.

現在続けてやっておりますことは次ぎのことです.

①藁は忘れず服用している.

◎毎朝お軽を20分-30分あげている.

(お達をあげることで顔の筋肉と長い呼吸が大変にいいとように思います )

◎朝6時に起きて30分程近所を丙手を大き<握って歩いてきます｡

④毎退 1回マッサージに通っています.

お陸標で今のところ病気の進行はみられません.私の場合は病気を早期に発

見出来て藁の効果が早かったのではないかと思って感謝しておりますI

先日､家内の友人に同じ症状の方がいました.熱が出るわけでなくt痛むこ

ともないのて頼院に行ってない様ですが､転んで骨折などした場合はー寝たき

りになることが多いのですから､1Elも早く診菜を受け蓋を服用されるようお

進めしました.
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奥 久 慈 大 子 温 泉 交 流 会 もこ 参 カロ し て ー

◆初めての参加でしたが_大安に禁 しく過ごさせて頂きました｡

同病生活は本人にとっても家族にとっても苦労の多いことですが一骨捷方の明

るい姿を見て私共が如何に今後を過ごして行くべきか参考になりました｡

経巻談を間(ことが一番の助けにな りますので幹事の菅さんが気配りされて

おられましたとお りー参加メンバーが全員話しが出来るようなチャンスを今後

とも得られますようお席いします.

これを最に菅様方との連等意識を高め行動を共にして参りか ＼阜思いますの

で宜 しくお廟いします.最後に皆技方のご多幸を祈ります｡

◆大変禁 しい旅行でした｡奇冨なホテルでゆとりある一泊でした｡

◆大変禁しく過させて頂きありがとうございました.

◆前回､前々回に比べ-霞に有意義に出来た_来年も参加したい気持ちになり

ました｡これも係りの方のご努力もさることながら､場所 .蛋境など鑑合し､

また会員の成長にもあると思います.

◆役員の皆様の骨折 りは本当に悪謝 します｡いやな病気も朗らかにして下さっ

て本当に嬉 しくな ります､長く続けで下さい.

◆天候に恵まれ最高の交議会でした.皆さんが昨年に増してお元気のようでな

により喜ばしい限りです.久保首､種本夫妻のお骨折りで立派な濡寿芸の設営

頂き_食事も奥久慈ならではの料理で只々惑謀と云う二文字であります.

来年もこのような形で交読会が出来るよう希望致します.ありがとう御座いま

した｡

◆第三回友の会の施行が10月1/2日役員さんのお骨折り一により行われた.

同じ不治の病を蒋つ者との語 り合い､慰め合い,昔の意見の交換､また薬の呑

みかたについての話し合い､一泊二日の短い時間でしたが一票しく過ごさせて

頂きました.

乱は発病以来四年になりますが医者を信用して病気と闘って居ります.

友の会の支部長ご夫妻の献身的のご指導には頚の下がる思いです.

来年も旅行に出席出来るよう頑装 ります.

rみんなでやろう朝の運動両手を撮ってJ

◆楽 しい旅行が出来ました.役員さんのご苦労を感謝申し上げます.
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く前貫に続く〉

◆支部長さんを初め役員の皆様の一方ならぬご苦労に掛 1かのような_爽やか

な秋晴れなり､また本日も昔茂にお日にかかれたこと､それぞれに努力して居

られること～いつもながら勇気づけちれます.

楽しい兼行が出来ましたことを悪謝します.次回をたのしみ しております.

◆素晴らしい沫行だったの一書につきます.

交 流 会 もこ 参 カロ し て

石岡市 清7k 晴美

今年は雨の日が多い毎日で持ちに侍った支涙金はどうなるかと心配 して居り

ましたがー皆様 (40人)の日頃の行ないが長かったので素晴らしい秋空が顔

を出し､水郭謀の土手に昨年と同じ真赤な彼岸花やコスモスの花が咲き､赤く

色づいたりんご畑､叔光地に来たような久恵川や山の達に浮き浮きと鼻唄気分

で現地に向かいました.

懐かしいお元気な皆様にお合い出来て本当にうれしくなり､この交読会が有

意義を2日間であるように役員全員で取 り並みました.

一人でも多くの普筏のお話しを伺いたいと思って居りましたので､全体を通じ

て時間的にはゆっくり出来てよか1たと思います.

貴重な体急談や夜の宴会の中村きみ子さんのキングレコー ド企膏の (風雪夫

埠花〉の発表ご披完に挽き一･昔撞十八番のカラオケや民謡等薫しい宴会でした

人の歌を厨くだけでなく全員が舞台に上がって_環海的参加出来るようなゲ

~ムがありま王たちお知らせ下さい期待して居ります･

量目のりんと狩 り､お天東も時てみんな艮かったと思います.又来年も元気

で全員集合し､楽 しい交夜会を重ねていきたいと思います.

これからは寒さに向います一家の内にこもらないで毎日のお仕事や リハビリ

一に頑蛋りまし上う.
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難病患者などの医療と生活の保障を

要望する請願運動にご協力下さい｡

病人は治療に専念 していなければならないのですがー医療や福祉の刺

度が次々に後退させられているためーやむにやまれず運動に立ちあがり

ました.

｢人間の尊厳そして生命の喜叢が全てにbたりー何よりも大切にさ礼

る社会｣を廉い､ ｢現代における人間性復権の闘い｣ゆたかを医環とあ

たたかな福祉が受けられるよう.又､私たちもこの樵会に国会に参加す

る意味で､国会請康署名 ･募金を訴え皆さんに署名とカンパを呼びかけ

て下さい.

(〆切は12_月25日~まで｡全Blパーキンソン病友の会茨城県支部苑)

郵便振替の場合はED宇都宮0-38042又は現金封筒でお展いしまず
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